
リトアニア共和国・クライペダ市訪問記録

2009年7月28日～8月5日
クライペダ市姉妹都市締結20周年記念事業実行委員会

平成21年度市町村総合補助金総合補助金導入　久慈市国際交流促進事業
　クライペダ市姉妹都市締結20周年記念事業 -1-



【リトアニア共和国】
　ヨーロッパ北東部のバルト海に面する共和制国家。首都は
ヴィリニュス。20世紀半ばからソビエト連邦内の共和国だった
が、1990年に独立を回復。2004年5月1日に欧州連合に加盟。
公用語はリトアニア語。面積：65,300km²（北海道の4/5）、人口：
348万人、主要都市：ビリニュス54.4万人、カウナス35.5万人、
クライペダ18.4万人。日本からの最短空路は、フィンランドの
ヘルシンキ経由で約12時間。時差は-6時間（夏期）。
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久慈市派遣団
リトアニア・クライペダ市　訪問9日間の日程

7月28日（火）　久慈市を出発、成田泊
7月29日（水）　成田発　ヘルシンキ経由　リトアニア共和国首都ヴィリニュス

＝空路約12時間
7月30日（木）　日本大使館表敬訪問　トラカイ経由　杉原記念館表敬訪問

午後6時クライペダ市着　＝陸路320㎞、約5時間
7月31日（金）　久慈市・クライペダ市姉妹都市締結20周年記念調印式

琥珀博物館（パランガ市）視察
久慈市フェア（日本文化紹介プログラム）開会式及び実演・紹介・販売
帆船レース開会式・船長招待晩餐会

8月1日（土）　クライペダ市街徒歩視察
久慈市フェア（日本文化紹介プログラム）
帆船乗船員パレード視察、帆船レース公式船上晩餐会

8月2日（日）　ネリンガ（クルシュー砂州）世界自然遺産視察
久慈市フェア（日本文化紹介プログラム）及びフィナーレ（ナニャドヤラ）

8月3日（月）　帆船レースのフィナーレとなる帆船パレードの視察
午後2時クライペダ市発　午後6時ヴィリニュス市着＝陸路320㎞

8月4日（火）　午前12時ヴィリニュス発　午後1時ヘルシンキ着　午後5時20分発
8月5日（水）　機中泊後　午前8時30分成田着　午後5時久慈市到着
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リトアニアの首都。人口54万人余。旧市街は、1994年にユネ
スコ世界文化遺産に登録された。1323年にヴィリニュスの歴
史が始まったとされ、旧市街には歴史的建築物が多い。日
本大使館もある。

久慈市派遣団は、7月29日夕方にヘルシンキから空路ヴィリ
ニュスに到着した。翌30日は杉原千畝記念碑を視察後、日
本大使館を表敬訪問した。

また、帰路の8月3日も滞在。

杉原千畝記念碑にて

日本大使館

明石大使を表敬訪問

ヴィリニュス（Vilnius）
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カウナス（Kaunas）

カウナスはリトアニア第二の
都市。1361年に歴史に登場。
　16～18世紀の建築物は、
旧市街地として復元された。
戦時下、人道的にユダヤ人
6000人にビザを発給した杉
原千畝の記念館やチュルリョー
ニスの美術館などが有名。7
月30日、派遣団はトラカイ城
と杉原記念館をで訪問した。

杉原記念館

トラカイ（Trakai）
　美しい自然と三つの湖に囲まれたト
ラカイは、ヴィリニュス郊外にある14-
16世紀のリトアニアの首都。ガルヴェ
湖に浮かぶゴシック様式のトラカイ城
は、東欧では他に類を見ない。
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クライペダ（Klaipėda）

　クライペダは、リトアニア第三の都市。別名メーメ
ルといい、バルト海に面した同国唯一の海港。人口
は18万余り。スウェーデン、デンマーク、ドイツ、ポー
ランドと連絡するフェリー港で、ダネ川の河口近くに
位置する。　14世紀に、ドイツ騎士団により建設され
たとされ、ドイツ風木組建築が多い。近郊には、リト
アニアで人気のある海岸のリゾート地クルシュー砂
州国立公園や琥珀で有名なパランガ市がある。
　1989年7月9日、久慈市との姉妹都市締結。
　派遣団は、7月30日から8月3日まで滞在した。

クライペダ市鳥瞰図

ダネ川

旧市街地
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パランガ（Palanga）

　リトアニア最も人気があるリゾート。砂浜や砂丘、
日没が美しい桟橋で有名。また、フランスの建築家
エドアルド・アンドレが設計した広大な公園があり、
新バロック 様式の伯爵宮殿（ティシュケーヴィチュ
ス宮殿）の一部が琥珀博物館となっている。

　7月31日に派遣団も視察した。

琥珀博物館

ネリンガのクルシュー砂州は、ユネスコ世界自然遺
産に登録されており、全長98kmのうち、北側52km
がリトアニアに、残りがロシアに属する。その幅は、
砂州の幅は400mから 3800mで、場所によってかな
りの差がある。
　砂州にあるニダ市リゾートとして知られている。ニ
ダ市のパルニジョ砂丘からは、西にバルト海、東に
クルシュー潟、南に砂丘、そして北にニダの街並が
見渡せる。　派遣団は8月1日に視察した。

ネリンガ（Neringa）
（クルシュー砂州、Kuršių nerija）
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久慈市・クライペダ市　姉妹都市交流小史
1989年7月、琥珀の縁により、ソ連邦リトアニア共和国クライペダ市を久慈市から市長・

議長など3名が訪問し、姉妹都市を締結。

89年9月、クライペダ市からアルフォンサス・ジャリス議長など4名が来久。

90年3月、ﾘﾄｱﾆｱ独立回復宣言。ソ連は軍事威嚇と経済封鎖の圧力を強める。

91年1月、ソ連の武力介入に対し、久慈市はゴルバチョフ大統領に抗議電報。

91年6月・92年6月、義援金を募り、救援医薬品をクライペダ市に送付。

91年9月、リトアニア共和国独立回復。

91年10月、クライペダ市から使節団7名が来久、リトアニア展を開催。

92年5月、クライペダ市・久慈市・米国フランクリン市の子どもたちが参加し、子ども国
際交流のつどいを久慈市で開催。

92年7月、クライペダ市740年祭に久慈市から使節団17名が参加。

93年11月、ｳﾞｨﾀｩﾀｽ・ﾄﾞﾑﾁｪｽ氏が1年間の研修のため来久。（～94年11月）

96年7月、クライペダ市海の祭典に、市長・議長など3名がクライペダ市を訪問。

97年7月、国際琥珀の祭典を久慈市で開催。

99年11月、リトアニア音楽祭をアンバーホールで開催。

2003年2月、ﾘﾄｱﾆｱ共和国から久慈義昭市長にｳﾞｨﾀｩﾀｽ大公勲章が授与される。

09年7～8月、姉妹都市締結20周年記念事業として、久慈市から市長・文化交流員な
ど15名が、帆船レース・バルティック2009が初開催されるクライペダ市を訪問。
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クライペダ市　2009年夏のイベント群

核イベント（初誘致）
16か国、130隻以上、船員8000名

観光客は百万人規模

Tall Ship Race Baltic 2009
(大型帆船レース)
ジニア（ポーランド・7月2～5日）

↓
サンクト・ペテルブルク（ロシア・7月11～14日）

↓
トゥルク（フィンランド・7月23～26日）

↓

クライペダ（リトアニア・7月31日～8月3日）

リトアニア千年紀
歴史上リトアニア国名が現れて千年

第50回　海の祭典
伝統あるクライペダ市のイベント。

例年50万人を集める。

8月1日
ｸﾗｲﾍﾟﾀﾞ市制施行記念日

久慈市クライペダ市
姉妹都市締結20周年記念

≪クライペダ市における効果≫

1.各国・各種メディアによる紹介

2.各国要人の出席

3.リトアニア及びクライペダ市の
港湾機能及び重要性のPR

4.ヨーロッパ各地からの観光客
一日あたり30万人以上

5.日本（久慈）からの参加
＝国際性のPR
＝国際的文化交流の推進
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姉妹都市締結20周年記念調印式
クライペダ市　時計博物館　09.7.31

リマンタス・タラ
スケヴィシウス
市長と山内市長
の調印には、明
石大使も同席し
た。
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久慈市フェア（日本文化紹介プログラム）
開会式行事　ｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ

7月31日から3日間、日本文化の紹介と特産品の販売

が行った。地元メディアでもＰＲされており、多くの観衆
が集まった。開会に際して、リマンタス・タラスケヴィシ
ウス市長ほかクライペダ市幹部、日本大使館から関参
事官が参加し、鏡開きが行われた。
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久慈市フェア（日本文化紹介プログラム）
日舞・茶道　ｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ
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久慈市フェア（日本文化紹介プログラム）
書道・華道　ｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ
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久慈市フェア（日本文化紹介プログラム）
物販ブース　ｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ

物販ブースの賑わいは、すごかっ
た。初めて見る日本独特の物産が
人気をあつめた。

物販ブースや文化紹介ブースには、毎日、様々
な世代の地元ボランティアが手伝いに来てくれ
た。見ず知らずの土地でのボランティアの存在
は、とても心強かった。
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久慈市フェア（日本文化紹介プログラム）
フィナーレ　ｶﾙﾁｬｰ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ｾﾝﾀｰ

7月31日～8月2日の3日間行われた久慈市フェア

は、ナニャドヤラの群舞でフィナーレを迎えた。
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帆船レース　開会式・パレードなど -16-



帆船レース　公式晩餐会

クリスター・サミュエルソン氏（大会代表）
関　泉　日本大使館参事官

リマンタス・タラスケヴィシウス市長
アルギルダス・ブラザウスカス氏（元大統領）

ロシア大型帆船セドフ号（大会メイン帆船）
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帆船レース　にぎわう市街地とクライペダ港 -18-



まとめにかえて
リトアニアも世界的な経済不況の中にあったが、
クライペダ市の賑わいを見る限り、まもなく立ち
直るであろうエネルギーを感じた。

リトアニアは、かつての政情や経済の不安を脱
し、EUの一員としてヨーロッパ発展の鍵を握る

重要な位置まで発展を遂げている。

今回の訪問で、久慈市とクライペダ市は姉妹都
市関係を通じ、今後、様々な分野で提携を検討
することとなった。教育・文化、青年活動、観光、
ビジネス、メディアなどの交流が考えられる。

今回の交流の実現に尽力をいただいた日本大
使館及びリトアニア大使館、そして、国際的なイ
ベントを実施しながらも、久慈市派遣団をもてな
していただいたクライペダ市に対し、心から感謝
と敬意を表する。
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